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基本的な BGPについて
Cisco NX-OSは BGPバージョン 4をサポートします。BGP v4に組み込まれているマルチプロ
トコル拡張機能を使用すると、IPマルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルア
ドレスファミリに関するルーティング情報を BGPに伝送させることができます。BGPでは、
他の BGP対応デバイスとの間で TCPセッションを確立するための、信頼できるトランスポー
トプロトコルとして TCPを使用します。

BGPではパスベクトルルーティングアルゴリズムを使用して、BGP対応ネットワークデバイ
スまたは BGPスピーカ間でルーティング情報を交換します。各 BGPスピーカはこの情報を使
用して、特定の宛先までのパスを判別し、なおかつルーティングループを伴うパスを検出して

回避します。ルーティング情報には、宛先の実際のルートプレフィックス、宛先に対する自律

システムのパス、およびその他のパス属性が含まれます。

BGPはデフォルトで、宛先ホストまたはネットワークへのベストパスとして、1つだけパスを
選択します。各パスは、BGPベストパス分析で使用される well-known mandatory、well-known
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discretionary、optional transitiveの各属性を伝送します。BGPポリシーを設定し、これらの属性
の一部を変更することによって、BGPパス選択を制御できます。詳細については、ルートポ
リシーおよび BGPセッションのリセットを参照してください。

BGPはロードバランシングもサポートしています。詳細については、BGPベストパスの選択
を参照してください。

Cisco Nexus 3550-Tハードウェアは、ECMPルートのインストールをサポートしていませ
ん。

（注）

BGP自律システム
自律システム（AS）とは、単一の管理エンティティにより制御されるネットワークです。自
律システムは 1つまたは複数の IGPおよび整合性のある一連のルーティングポリシーを使用
して、ルーティングドメインを形成します。BGPは 16ビットおよび 32ビットの自律システ
ム番号をサポートします。

個々の BGP自律システムは外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティン
グ情報をダイナミックに交換します。同じ自律システム内の BGPスピーカは、内部 BGP
（iBGP）を通じて、ルーティング情報を交換できます。

4バイトの AS番号のサポート

BGPは、プレーンテキスト表記法または ASドット付き表記法の 2バイトの自律システム
（AS）番号、もしくはプレーンテキスト表記法の 4バイトの AS番号をサポートします。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。

デフォルトで、BGPは表に示されたアドミニストレーティブディスタンスを使用します。

表 1 :デフォルトの BGPアドミニストレーティブディスタンス

機能デフォルト値ディスタンス

eBGPから学習したルートに適用されます。20外部

iBGPから学習したルートに適用されます。200内部

ルータを起点とするルートに適用されます。220ローカル
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アドミニストレーティブディスタンスがBGPパス選択アルゴリズムに影響を与えること
はありませんが、BGPで学習されたルートが IPルーティングテーブルに組み込まれるか
どうかを左右します。

（注）

BGPピア
BGPスピーカーは他のBGPスピーカーを自動的に検出しません。ユーザ側でBGPスピーカ間
の関係を設定する必要があります。BGPピアは、別の BGPスピーカへのアクティブな TCP接
続を持つ BGPスピーカです。

BGPセッション

BGPは TCPポート 179を使用して、ピアとの TCPセッションを作成します。ピア間で TCP接
続が確立されると、各 BGPピアは最初に相手と、それぞれのすべてのルートを交換し、BGP
ルーティングテーブルを完成させます。初期交換以後、BGPピアはネットワークトポロジが
変化したとき、またはルーティングポリシーが変更されたときに、差分アップデートだけを送

信します。更新と更新の間の非アクティブ期間には、ピアは「キープアライブ」と呼ばれる特

別なメッセージを交換します。ホールドタイムは、は、次の BGPアップデートまたはキープ
アライブメッセージを受信するまでに経過することが許容される、最大時間限度です。

Cisco NX-OSは、次のピア設定オプションをサポートします。

•個別の IPv4アドレス：BGPは、リモートアドレスとAS番号が一致する BGPスピーカと
のセッションを確立します。

•単一 AS番号の IPv4プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスおよび AS番号が一
致する BGPスピーカとのセッションを確立します。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスと、設定済みAS番
号のリストに載っているAS番号と一致するBGPスピーカとのセッションを確立します。

プレフィックスピアおよびインターフェイスピアのダイナミック AS番号

Cisco NX-OSでは、BGPセッションを確立する AS番号の範囲またはリストを受け入れます。
たとえば IPv4プレフィックス 192.0.2.0/8およびAS番号 33、66、99を使用するように BGPを
設定する場合、BGPは 192.0.2.1および AS番号 66を使用してセッションを確立しますが、
192.0.2.2および AS番号 50からのセッションは拒否します。

Cisco NX-OSでは、セッションが確立されるまで内部 BGP（iBGP）または外部 BGP（eBGP）
セッションとして、プレフィックスピアをダイナミック AS番号と関連付けません。iBGPお
よび eBGPの詳細については、「高度な BGPの設定」の章を参照してください。
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ダイナミック AS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々
の AS番号の設定よりも優先します。詳細については、「高度な BGPの設定」の章を参
照してください。

（注）

BGPルータ ID
ピア間で BGPセッションを確立するには、BGPセッションの確立時に、OPENメッセージで
BGPピアに送信されるルータ IDをBGPに設定する必要があります。BGPルータ IDは 32ビッ
ト値であり、IPv4アドレスで表すことがよくあります。ルータ IDはユーザ側で設定できます。
ルータ IDはデフォルトで、Cisco NX-OSによってルータのループバックインターフェイスの
IPv4アドレスに設定されます。ルータ上でループバックインターフェイスが設定されていな
い場合は、ルータ上の物理インターフェイスに設定されている最大の IPv4アドレスが BGP
ルータ IDを表すものとして、ソフトウェアによって選択されます。BGPルータ IDは、ネッ
トワーク内の BGPピアごとに一意である必要があります。

BGPにルータ IDが設定されていない場合、BGPピアとのピアリングセッションを確立できま
せん。

BGPおよびユニキャスト RIB
BGPはユニキャスト RIB（ルーティング情報ベース）と通信して、ユニキャストルーティン
グテーブルに IPv4ルートを格納します。ベストパスの選択後、ベストパスの変更をルーティ
ングテーブルに反映させる必要があると BGPが判別した場合、BGPはユニキャスト RIBに
ルートアップデートを送信します。

BGPはユニキャスト RIBにおける BGPルートの変更に関して、ルート通知を受け取ります。
さらに、再配布をサポートする他のプロトコルルートに関するルート通知を受け取ります。

BGPはネクストホップの変更に関する通知も、ユニキャスト RIBから受け取ります。BGPは
これらの通知を使用して、ネクストホップアドレスへの到達可能性および IGPメトリックを
追跡します。

ユニキャスト RIBでネクストホップ到達可能性または IGPメトリックが変更されるたびに、
BGPは影響を受けるルートについて、ベストパス再計算を開始させます。

BGPの前提条件
BGPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

•システムに有効なルータ IDを設定しておく必要があります。
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• Regional Internet Registry（RIR）によって割り当てられたか、またはローカル管理のAS番
号を取得しておく必要があります。

•再帰ネクストホップ解決に対応できる IGPを 1つ以上設定する必要があります。

• BGPセッションを確立するネイバー環境で、アドレスファミリを設定する必要がありま
す。

基本 BGPに関する注意事項と制約事項
BGP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•十分な規模（ピアあたり数百のピアや数千のルートなど）では、デフォルトの5分間の古
いパスタイマーでは、BGPコンバージェンスが完了しないためにタイマーが期限切れに
なる可能性があるため、グレースフルリスタートメカニズムが失敗する可能性がありま

す。次のコマンドを使用して、コンバージェンスプロセスにかかる実際の時間を確認しま

す。

switch# show bgp vrf all all neighbors | in First|RIB
Last End-of-RIB received 0.022810 after session start
Last End-of-RIB sent 00:08:36 after session start
First convergence 00:08:36 after session start with 398002 routes sent

CiscoNexus 3550-Tでは、BGPはデフォルトのVRFでのみサ
ポートされています。

（注）

•ダイナミックAS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々の
AS番号の設定よりも優先します。

• AS連合でプレフィックスピアにダイナミック AS番号を設定した場合、BGPはローカル
連合の AS番号のみでセッションを確立します。

•ダイナミック AS番号プレフィックスピアで作成された BGPセッションは、設定済みの
eBGPマルチホップ存続可能時間（TTL）値や直接接続ピアに対するディセーブル済みの
チェックを無視します。

•ルータ IDの自動変更およびセッションフラップを避けるために、BGP用のルータ IDを
設定します。

•ピアごとに最大プレフィックス設定オプションを使用し、受信するルート数および使用す
るシステムリソース数を制限してください。

• update-sourceを設定し、BGP/eBGPマルチホップセッションでセッションを確立します。

•再配布を設定する場合は、BGPポリシーを指定します。

•キープアライブおよびホールドタイマーの値を小さくすると、BGPセッションフラップ
が発生する可能性があります。
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• show ip bgpコマンドは BGP設定の確認に使用できますが、代わりに show bgpコマンド
を使用することを推奨します。

• BGPプレフィックス独立コンバージェンス（PIC）エッジ機能は、CiscoNexus 3550-Tでは
サポートされていません。

デフォルト設定
表 2 :デフォルトの BGPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルBGP機能

60秒キープアライブインターバル

180秒ホールドタイマー

常に無効Auto-summary

常に無効同期

CLIコンフィギュレーションモード
以下の項では、BGPに対応する各 CLIコンフィギュレーションモードの開始方法について説
明します。現行のモードで?コマンドを入力すると、そのモードで使用可能なコマンドを表示
できます。

グローバルコンフィギュレーションモード

グローバルコンフィギュレーションモードは、BGPプロセスを作成したり、AS連合、ルート
ダンプニングなどの拡張機能を設定したりする場合に使用します。

次に、ルータコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch# configuration
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

ネイバーコンフィギュレーションモード

Cisco NX-OSには、BGPピアを設定するためのネイバーコンフィギュレーションモードがあ
ります。ネイバーコンフィギュレーションモードを使用して、ピアのあらゆるパラメータを

設定できます。

次に、ネイバーコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

基本的 BGPの設定
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switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)#

基本的 BGPの設定
ベーシック BGPを設定するには、BGPを有効にして、BGPピアを設定する必要があります。
ベーシック BGPネットワークの設定は、いくつかの必須作業と多数の任意の作業からなりま
す。BGPルーティングプロセスおよび BGPピアの設定は必須です。

Cisco IOSのCLIに慣れている場合、この機能のCisco NX-OSコマンドは従来のCisco IOS
コマンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

BGPの有効化
BGPを設定するには、その前に BGPを有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

設定モードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にします。[no] feature bgp

例：

ステップ 2

この機能を無効化するには、このコマン

ドの no形式を使用します。switch(config)# feature bgp

有効および無効にされた機能を表示しま

す。

（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config
startup-config

ステップ 4

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

基本的 BGPの設定
7

基本的 BGPの設定

基本的 BGPの設定



BGPインスタンスの作成
BGPインスタンスを作成し、BGPインスタンスにルータ IDを割り当てることができます。詳
細については、「BGPルータ ID」の項を参照してください。

始める前に

• BGPをイネーブルにする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

• BGPはルータ ID（設定済みループバックアドレスなど）を取得できなければなりません。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPス
ピーカに AS番号を割り当てます。AS

[no] router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

番号は16ビット整数または32ビット整switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# 数にできます。上位16ビット10進数と

下位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

BGPプロセスおよび関連する設定を削
除するには、このコマンドで noオプ
ションを使用します。

BGPルータ IDを設定します。この IP
アドレスによって、この BGPスピーカ
を特定します。

（任意） router-id ip-address

例：

switch(config-router)# router-id
192.0.2.255

ステップ 3

IPv4アドレスファミリに対応するグロー
バルアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

（任意） address-family {ipv4} {unicast}

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 4

CiscoNexus 3550-Tでは、BGP
は IPv4ユニキャストアドレス
ファミリのみをサポートしま

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

ネットワークを、この自律システムに対

してローカルに設定し、BGPルーティ
ングテーブルに追加します。

（任意） network {ip-address/length |
ip-address mask mask} [route-map
map-name]

例：

ステップ 5

エクステリアプロトコルの場合、

networkコマンドでアドバタイズするswitch(config-router-af)# network
10.10.10.0/24

ネットワークを制御します。内部プロト
例： コルは networkコマンドを使用して、

アップデートの送信先を決定します。switch(config-router-af)# network
10.10.10.0 mask 255.255.255.0

すべての BGPアドレスファミリに関す
る情報を表示します。

（任意） show bgp all

例：

ステップ 6

switch(config-router-af)# show bgp all

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config
startup-config

ステップ 7

例：

switch(config-router-af)# copy
running-config
startup-config

例

次に、IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定して BGPをイネーブルに設定し、
アドバタイズするネットワークを 1つ追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# network 192.0.2.0
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

BGPインスタンスの再起動
BGPインスタンスを再起動し、そのインスタンスのすべてのピアセッションをクリアできま
す。

BGPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのピアを削除するには、次のコマンドを
使用します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

BGPインスタンスを再起動し、すべて
のピアリングセッションをリセットま

たは再確立します。

restart bgpinstance-tag

例：

switch(config)# restart bgp 201

ステップ 1

BGPのシャットダウン
設定を維持しながら、BGPプロトコルをシャットダウンして BGPを正常に無効にできます。

BGPをシャットダウンするには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使
用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

BGPインスタンスを再起動し、すべて
のピアリングセッションをリセットま

たは再確立します。

shutdown

例：

switch(config-router)# shutdown

ステップ 1

BGPピア設定
BGPプロセス内で BGPピアを設定できます。BGPピアごとに、関連付けられたキープアライ
ブタイマーとホールドタイマーがあります。これらのタイマーは、グローバルに設定するこ

とも、BGPピアごとに設定することもできます。ピア設定はグローバル設定を上書きします。

ピアごとに、ネイバーコンフィギュレーションモードでアドレスファミリを設定する必

要があります。

（注）

始める前に

• BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

BGPを有効にして、ローカル BGPス
ピーカに AS番号を割り当てます。AS

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

番号は 16ビット整数または 32ビットswitch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# 整数にできます。上位 16ビット 10進

数と下位 16ビット 10進数による xx.xx
という形式です。

リモート BGPピアの IPv4アドレスお
よび AS番号を設定します。The

neighbor {ip-address} remote-as
as-number

例：

ステップ 3

ip-address形式は x.x.x.xです。形式は
A:B::C:Dです。switch(config-router)# neighbor

209.165.201.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)#

リモート BGPピアの AS番号を設定し
ます。

neighbor-as as-number

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)#
remote-as 64497

ネイバーの説明を追加します。最大80
文字の英数字ストリングを使用できま

す。

（任意） descriptiontext

例：

switch(config-router-neighbor)#
description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)#

ステップ 5

ネイバーのキープアライブおよびホー

ルドタイムを表す BGPタイマー値を
（任意） timerskeepalive-time hold-time

例：

ステップ 6

追加します。指定できる範囲は 0～
switch(config-router-neighbor)# timers
30 90 3600秒です。デフォルトは、キープア

ライブタイムで 60秒、ホールドタイ
ムで 180秒です。

このBGPネイバーを管理目的でシャッ
トダウンします。このコマンドによっ

（任意） shutdown

例：

ステップ 7

て、BGPネイバーセッションの自動通
switch(config-router-neighbor)#
shutdown 知およびセッションリセットが開始さ

れます。

ユニキャスト IPv4アドレスファミリ
に対応するネイバーアドレスファミリ

address-family{ipv4} {unicast}

例：

ステップ 8

コンフィギュレーションモードを開始

します。
switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

基本的 BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

このネイバーからのルートのデフォル

トの重みを設定します。範囲は 0～
65535です。

（任意） weight value

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
weight 100

ステップ 9

このネイバーから学習したすべての

ルートに、まず重みが割り当てられま

す。特定のネットワークへのルートが

複数ある場合、最大の重みを持つルー

トが優先ルートとして選ばれます。set
weight route-mapコマンドで割り当て
られた重みは、このコマンドで割り当

てられた重みを上書きします。

BGPピアポリシーテンプレートを指
定した場合、テンプレートのメンバー

すべてが、このコマンドで設定された

特性を継承します。

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp {ipv4} {unicast}
neighbors

ステップ 10

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
show
bgp ipv4 unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config
startup-config

ステップ 11

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
copy
running-config startup-config

例

次に、BGPピアの設定例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor)# weight 100
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

基本的 BGPの設定
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プレフィックスピアのダイナミック AS番号の設定
BGPプロセス内で複数のBGPピアを設定できます。BGPセッションの確立をルートマップの
単一の AS番号または複数の AS番号に制限できます。

プレフィックスピアのダイナミック AS番号を介して設定された BGPセッションは、
ebgp-multihopを無視しますコマンドと disable-connected-checkコマンドを使用する必要があ
ります。

ルートマップのAS番号のリストは変更できますが、ルートマップ名を変更するにはnoneighbor
コマンドを使用する必要があります。設定されたルートマップの AS番号に変更を加えた場
合、新しいセッションのみに影響します。

始める前に

• BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPス
ピーカに AS番号を割り当てます。AS

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

番号は16ビット整数または32ビット整switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# 数にできます。上位16ビット10進数と

下位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

IPv4プレフィックス、およびリモート
BGPピアの受け付けられたAS番号のリ

neighbor prefix remote-as route-map
map-name

例：

ステップ 3

ストのルートマップを構成します。IPv4
の prefix形式は、x.x.x.x/長さ長さの範囲
は 1～ 32です。

switch(config-router)# neighbor
192.0.2.0/8 remote-as routemap BGPPeers
switch(config-router-neighbor)#

マップ-名には最大63文字の英数字を使
用できます。大文字と小文字は区別され

ます。

リモート BGPピアの AS番号を設定し
ます。

neighbor-as as-number

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)#
remote-as 64497

基本的 BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp {ipv4 {unicast }
neighbors

ステップ 5

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv4 unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config
startup-config

ステップ 6

例：

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

例

次に、プレフィックスピアのダイナミック AS番号を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# route-map BGPPeers
switch(config-route-map)# match as-number 64496, 64501-64510
switch(config-route-map)# match as-number as-path-list List1, List2
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8 remote-as route-map BGPPeers
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

BGP情報の消去
BGP情報を消去するには、次のコマンドを使用します。

基本的 BGPの設定
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目的コマンド

すべてのアドレスファミリから 1つ以上のネ
イバーをクリアします。*を指定すると、すべ
てのアドレスファミリのすべてのネイバーが

消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号
は 16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下位
16ビット 10進数による xx.xxという形式
です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64
文字以内の英数字のストリング（大文字

と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレ
フィックス内のすべてのネイバーがクリ

アされます。

clear bgp all {neighbor | * | as-number |
peer-template name | prefix}

すべてのアドレスファミリのルートフラップ

ダンプニングネットワークをクリアします。

clear bgp all dampening

すべてのアドレスファミリのルートフラップ

統計情報をクリアします。

clear bgp all flap-statistics

選択したアドレスファミリのルートフラップ

ダンプニングネットワークをクリアします。

clear bgp {ipv4 } {unicast} dampening

選択したアドレスファミリのルートフラップ

統計情報をクリアします。

clear bgp {ipv4 } {unicast} flap-statistics

基本的 BGPの設定
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目的コマンド

選択したアドレスファミリから 1つ以上のネ
イバーをクリアします。*を指定すると、その
アドレスファミリのすべてのネイバーが消去

されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号
は 16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下位
16ビット 10進数による xx.xxという形式
です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64
文字以内の英数字のストリング（大文字

と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレ
フィックス内のすべてのネイバーがクリ

アされます。

clear bgp {ipv4 } {neighbor |* | as-number |
peer-template name | prefix}

1つ以上のネイバーをクリアします。*を指定
すると、そのアドレスファミリのすべてのネ

イバーが消去されます。引数は次のとおりで

す。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号
は 16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下位
16ビット 10進数による xx.xxという形式
です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64
文字以内の英数字のストリング（大文字

と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレ
フィックス内のすべてのネイバーがクリ

アされます。

clear bgp {ip {unicast}} {neighbor |* |as-number
| peer-template name | prefix}

基本的 BGPの設定
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目的コマンド

1つ以上のネットワークのルートフラップダ
ンプニングをクリアします。引数は次のとお

りです。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4そのプレフィックス内の
すべてのネイバーがクリアされます。

clear bgp dampening [ip-neighbor | ip-prefix]

1つ以上のネットワークのルートフラップ統
計情報をクリアします。引数は次のとおりで

す。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4そのプレフィックス内の
すべてのネイバーがクリアされます。

clear bgp flap-statistics [ip-neighbor | ip-prefix]

ベーシック BGPの設定の確認
BGPの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのアドレスファミリについて、BGP情
報を表示します。

show bgp all [summary]

すべてのアドレスファミリについて、BGP情
報を表示します。

show bgp convergence

BGPコミュニティと一致するBGPルートを表
示します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address
community [regexp expression | [community]
[no-advertise] [no-export] [no-export-subconfed]}

BGPコミュニティリストと一致するBGPルー
トを表示します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address ]
community-list list-name

BGP拡張コミュニティと一致するBGPルート
を表示します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address |
extcommunity [regexp expression | [generic
[non-transitive | transitive] aa4:nn [exact-match]}

BGP拡張コミュニティリストと一致するBGP
ルートを表示します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address |
extcommunity-list list-name [exact-match]}

基本的 BGPの設定
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目的コマンド

BGPルートダンプニングの情報を表示しま
す。ルートフラップダンプニング情報を消去

するには、clear bgp dampeningコマンドを使
用します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address |
{dampening dampened-paths [regexp
expression]}

BGPルートヒストリパスを表示します。show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address |
history-paths [regexp expression]

BGPフィルタリストの情報を表示します。show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address | filter-list
list-name

BGPピアの情報を表示します。これらのネイ
バーを消去するには、clear bgp neighborsコマ
ンドを使用します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address]
neighbors [ip-address ]

BGPルートネクストホップの情報を表示しま
す。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address ]
neighbors [ip-address ] {nexthop |
nexthop-database}

BGPパス情報を表示します。show bgp paths

BGPポリシー情報を表示します。ポリシー情
報を消去するには、clear bgp policコマンドを
使用します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address ] policy
name

プレフィックスリストと一致するBGPルート
を表示します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address]
prefix-list list-name

ソフト再構成用に保管されているBGPパスを
表示します。

show bgp {ipv4} {unicast} [ip-address]
received-paths

AS_path正規表現と一致する BGPルートを表
示します。

show bgp {ipv4} {unicast} [ip-address] regexp
expression

ルートマップと一致するBGPルートを表示し
ます。

show bgp {ipv4} {unicast} [ip-address]
route-map map-name

BGPピアポリシー情報を表示します。show bgp peer-policy name

BGPピアセッション情報を表示します。show bgp peer-session name

show bgp peer-session

BGPピアテンプレート情報を表示します。ピ
アテンプレートのすべてのネイバーを消去す

るには、clear bgp peer-templateコマンドを使
用します。

show bgp peer-template name

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process

基本的 BGPの設定
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目的コマンド

BGPのステータスと構成情報を表示します。show {ipv4} bgp [options]

BGPのステータスと構成情報を表示します。show {ipv4} mbgp [options]

現在実行中のBGPコンフィギュレーションを
表示します。

show running-configuration bgp

BGP統計情報のモニタリング
BGPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPルートフラップの統計情報を表示します。
これらの統計情報をクリアするには、clear bgp
flap-statistics commandを使用します。

show bgp {ipv4 } {unicast} [ip-address]
flap-statistics

すべてのピアのBGPセッションを表示します。
これらの統計情報をクリアするには、clear bgp
sessionsコマンドを使用します。

show bgp sessions

BGP統計情報を表示します。show bgp statistics

ベーシック BGPの設定例
次に、ベーシック BGP設定の例を示します。
switch(config)# feature bgp
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 10.10.10.10 remote-as 64496
switch(config-router-af)# next-hop-self

関連項目
BGPの関連項目は、次のとおりです。

•高度な BGPの設定

次の作業
次の機能の詳細については、高度な BGPの設定を参照してください。
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•ピアテンプレート

•ルートの再配布

•ルートマップ

基本的 BGPの設定
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